合同2020-3-02

2020年度SIPS

第2回国際／業界横断EDIタスクフォース
第2回金流商流情報連携タスクフォース
合同会議議事録(案)
2020年8月3日（月）13:30～15:50
オンライン会議（ZOOM）
１．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
　特別会員　　　兼子　邦彦　　　SCCCリアルタイム経営推進協議会
　　　幹事会員　　　遠城　秀和　　　NTTデータシステム技術株式会社 
　　　幹事会員　　　杉本　泰輔　　　株式会社NTTデータ
幹事会員　　　斉藤　孝平　　　株式会社NTTデータ経営研究所
幹事会員　　　廣瀬　賢次郎　　株式会社グローバルワイズ
　　　幹事会員　　　岡村　俊也　　　株式会社グローバルワイズ
　　　幹事会員　　　香坂　真人　　　株式会社JSOL
　　　幹事会員　　　関野　彬史　　　株式会社JSOL
幹事会員　　　梶原　俊博　　　日本情報通信株式会社　

　　　幹事会員　　　井坂　弘介　　　日本情報通信株式会社
　　　幹事会員　　　中島　美奈子　　日本情報通信株式会社
　　　正会員　　　　猪股　洋二　　　パティオシステムズ株式会社
　　　正会員　　　　小林　将也　　　株式会社オージス総研
　　　正会員　　　　武　　伸一　　　キャノンＩＴソリューションズ株式会社
　　　正会員　　　　内村　洋平　　　富士通エフ・アイ・ピー株式会社

　　　正会員　　　　港　　和行　　　イオンアイビス株式会社
　　　正会員　　　　惣代　和明　　　NECソリューションイノベータ株式会社
　　　正会員　　　　中井　基雄　　　株式会社データ･アプリケーション
　　　正会員　　　　武田　正弘　　　豊田通商株式会社
　　　正会員　　　　中村　秋人　　　豊田通商株式会社
　　　正会員　　　　坂本　知彦　　　株式会社エクス
　　　賛助会員　　　川内　晟宏　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
　　　賛助会員　　　野田　和巳　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
　　　賛助会員　　　坂本　真人　　　一般財団法人流通システム開発センター
　　　賛助会員　　　竹内　翔太　　　一般社団法人全国銀行協会　
　　　賛助会員　　　帆足　弘治　　　一般財団法人建設業振興基金
　　　オブザーバー　橋本　崇　　　　日本銀行決済機構局
　　　　　　
事 務 局
     菅又　久直     一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会  

出席者28名
４．議事概要　
2020年度第2回国際/業界横断EDIタスクフォース＆金流商流情報連携タスクフォース合同会議は、以下の議事を実施した。（資料：合同2020-2-01第2回合同タスクフォース議事次第）
４－１．2020年度第1回合同タスクフォース議事録確認
　資料に基づき2020年度第1回合同タスクフォース議事録（案）の概要説明があり、異議なく確認された。
（資料：合同2020-2-02　第1回合同タスクフォース議事録（案）
４－２．流通BMSとのデータ連携分析
　川内委員より中小企業共通EDIの発注メッセージ及び出荷メッセージにつき、流通BMSとデータ連携を行った業界横断EDI参照メッセージの情報項目との整合性検討結果について説明が行われた。また、当整合性検討結果を税関係・数量関係・その他に分類して事務局にて作成した対比表が提示され、以下の審議がなされた。
（資料：合同2020-2-03　流通BMSデータ連携（中小企業共通EDI）
【審議】
· 税関係の情報項目名が不統一であり、誤解を生ずるおそれがある。
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Tax. Type. Code

消費税、酒税、ガソリン税など

税区分コード 税タイプコード

Tax. Category. Code

通常税、軽減税、など

課税分類コード 税区分コード

Tax. Category. Name

税制年度など

課税分類 税区分

Tax. Calculation Method. Code

内税、外税など

税計算方式コード 税計算方式コード 税区分


· 流通BMSでは、税込／税抜／非課税（税区分）以外、税関係は「税率」で対応処理をおこなっている。
· 業界ごとにデータの呼び名は異なるが、SIPS業界横断EDI仕様ではデータ項目の意味が判別できるような呼び名を検討する。
· 「数量」について次の間違えを修正する。
· Consignment Item. Quantity

    SIPS業界横断EDI：「数量合計」＝＞「貨物内商品数量」

　　流通BMS：「157貨物内商品数量」＝＞「157数量合計」

· SIPS業界横断EDI:発注数量

　　Trade Agreement. Order_ Quantity＝＞Delivery. Requested. Quantity

· 中小企業共通EDIには「発注数量（バラ）」と「発注数量（発注単位）」の区分がないので検討を要する。
· 出荷単位の荷姿における「入数（入り数）」のマッピングBIEが異なり、調整する必要がある。
· SIPS業界横断EDI＝＞Product. Content_ Unit. Quantity

· 中小企業共通EDI＝＞Trade Delivery. Per Package_ Unit. Quantity
· 流通BMSには注文変更に対応した注文履歴の概念はない。また、SIPS業界横断EDIと中小企業共通EDIでは発注履歴番号をマッピングするBIEが異なり調整する必要がある。
SIPS業界横断EDI＝＞Document. Version_ Identification. Identifier

中小企業共通EDI＝＞Document. Revision_ Identification. Identifier
· 中小企業共通EDIでは流通BMSで指定できる商品の各種特性値（原産エリア、等級、階級、バイオ区分、品種コード、養殖区分、解凍区分、等）を指定する情報項目が定義されていない。対応の仕方につき中小企業共通EDIにて検討が必要。
· SIPS業界横断EDIの次のBIEのUIDに間違いがある。
· CIDDL_ Supply Chain_ Trade Agreement. Net Price_ Product. CI_ Trade_ Price ＝＞UN01012680
· 流通BMS定義の情報項目の全てをSIPS業界横断EDIにマッピングするためには、国連CEFACT共通辞書に55項目のBIE追加申請が必要である。マッピング実装の必要性が具体化してから国連CEFACTへBIE追加申請を提案したい。
· SIPS業界横断EDI、流通BMS及び中小企業共通EDI間での情報項目不一致ケースに、実装時にどのような対応がありうるかにつき検討する必要がある。（「６．ビジネス文書プロファイル合意形成」参照）
· SIPS業界横断EDIにあり、流通BMSに無い情報項目の扱いをどうするか？

· 流通BMS定義の情報項目及びSIPS業界横断EDIにあって、中小企業共通EDIにデータ連携できない情報項目をどうするか？

· 中小企業共通EDIにあってSIPS業界横断EDIに無い情報項目をどうするか？

· 中小企業共通EDIにあって流通BMSに無い情報項目をどうするか？
４－３．国連CEFACT CCL20Bサブミッション
　事務局より資料に従い、8月末までに提案するCC（6件)/BIE（16件）につき説明が行われ、異論なくサブミッションすることとなった（サブミッション前に、国連CEFACT日本委員会・登録技術審査グループによる最終審査を行う）。

　今回のサブミッションには次の2種類の情報項目が含まれる。

· 中小企業共通EDIで複数税率対応のためのBIE追加と変更。
· 貿易関連物流メッセージ（Invoice, Shipping Instruction, Packing List, Seaway Bill）実装のために必要になったCC/BIEの追加。
（資料：合同2020-2-04　国連CEFACT共通辞書サブミッション）
４－４．SIPS技術研修アンケート結果
　事務局より資料に基づきアンケート結果（回答数８）の説明が行われた。回答結果より少人数による有償技術研修の必要性は少ないながらもあると認識された。今後、技術研修の準備を始めることとする。
（資料：合同2020-2-05　国連CEFACT標準技術研修アンケート結果）
４－５．国内DX推進状況
　兼子委員よりEDIおよびDXに関わる以下の情報提供が行われた。
（1） サプライチェーンに関する政府の動向
· 政府が中央銀行デジタル通貨の検討を骨太方針2020に明記。

· 成長戦略2020に決済インフラの見直し（振込手数料見直等）。

· 未来投資戦略2017年に策定されたSCCCのKPI（2020年までに5%改善）見直し、2023年までに5%改善。
· 中小企業の生産性向上政策（中小企業共通EDI、全銀EDI、電子インボイス等を含む）が閣議決定。

· アジアDXプロジェクト（日ASEAN経済連携）推進が閣議決定。

（2） 経済産業省事業について
· 中企庁もの補助でビジネスモデル構築型公募採択。
· SIPスマート物流サービス公募採択。

· アジアDX促進事業公募開始。

（3） 経団連「サプライチェーン委員会」の提言について

· Society 5.0時代のサプライチェーン（商流・金流を中心に）提言策定中（中小企業共通EDI活用やSCCC改善も含む）。
４－６．ビジネス文書プロファイル合意形成
　遠城委員より資料に基づきビジネス文書プロファイル合意形成手法（BDAP/BDAA）検討の提案が行われた。
（資料：合同2020-2-06　ビジネス文書プロファイル合意形成について）
· CCBDA方式によりメッセージを必要な情報項目だけを使用して設計することができるようになっている（SIPS業界横断EDI仕様はCCBDA方式）。しかしながら、企業それぞれが勝手に必要な情報項目を選択すれば相互運用性がなくなるため、EDI実装の前に、当事者同士で必要情報項目の摺合わせが必要であり、そのために手間と時間がかかっている。それをできるだけ自動化しようと言う試みがBDAP/BDAAである。
· すなわち標準化された記述方法によりEDI当事者それぞれが自社用のプロファイル（BDAP）を定義し、それぞれのプロファイルを自動照合し調整済プロファイル（BDAA）を作り出す仕組みの標準化を目指すものである。
· 当プロジェクトを進めるにあたっては、当タスクフォースの下に分科会を設けたい。

４－７．その他
　事務局より、SIPS活動に関わる以下の情報が紹介された。

共通EDI標準仕様準拠認証製品・サービスの公開
https://www.edi.itc.or.jp/certificationsystem
電子インボイス推進協議会発足

https://www.csaj.jp/activity/project/eipa.html
４－８．次回予定
　次回のタスクフォースの予定は以下の通り。
（1） 第2回国際連携タスクフォース

日時 ：2020年9月8日（火）13時30分 - 15時30分
場所 ：オンライン会議（ZOOM）
（２）第3回国際／業界横断EDI&金流商流情報連携タスクフォース合同会議
日時：2020年10月1日（木）13時30分 – 16時
場所：オンライン会議（ZOOM）
以 上

配布資料：
合同2020-2-01　第2回合同タスクフォース議事次第
合同2020-2-02  第1回合同タスクフォース議事録（案）
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合同2020-2-05　国連CEFACT標準技術研修アンケート結果
合同2020-2-06  経団連サプライチェーンのデジタル化（素案）  

合同2020-2-07  ビジネス文書プロファイル合意形成について
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